
■研究者を志した動機
　大学では建築を学んでいましたが、

建物を建てる際には周辺環境にも配

慮が必要です。そうすると、都市全

体で建物を考える必要があり、都市

計画分野に関心が移っていきました。

　研究者を志したのは、アメリカ・

メリーランド大学への留学がきっか

けです。研究者として理論研究を進

めながら、現実の都市計画に携わる

方々との協同研究の機会に恵まれ、

研究者かつアーバンプランナー（都市

計画家）になることが、自分の進むべ

き道と思うようになりました。

■これまでの研究内容
　地理情報システム（ＧＩＳ）を使い、

さまざまな研究に取り組んできまし

たが、ここでは二つの研究を紹介し

たいと思います。一つ目は、コンパク

トシティに関する研究です。日本の

多くの都市では、人口減少により都

市施設維持コスト（道路や上下水道

等）や環境負荷増大等の問題が生じて

おり、これらの解決に向けてコンパ

クトなまちづくりが求められていま

す。

　二つ目は「平成３０年７月豪雨」の被

害分析です。私自身、災害直後からボ

ランティアセンターでＧＩＳを用い

た情報支援活動を行う中で、河川氾

濫等による甚大な被害を目の当たり

にし、災害に強いまちづくりの必要

性を強く感じました。そこで本研究

では、三原市沼田川流域を対象に、浸

水被害の特性について分析しました。

■主な研究成果
　広島市を対象としたコンパクトシ

ティに関する研究では、都心部から

離れたエリアや市街地縁辺部で、１人

あたりの自動車の二酸化炭素排出量

や都市施設維持コストが大きくなる

ことが分かりました。またこの結果

をもとに、市街地中心部に集約した

都市をＧＩＳ上で評価した結果、二

酸化炭素排出量と施設コストが削減

されることが明らかとなりました。

　豪雨災害に関する研究では、沼田

川流域の被害を分析した結果、比較

的古い建物の被害が少なく、新しい

建物の被害が多いことが分かりまし

た。これは、この地域が以前より水害

常襲地域であるため、浸水リスクの

低いエリアから優先的に開発されて

きたものの、戦後の人口増加に伴い、

浸水リスクの高いエリアまで開発が

進んだことが要因と考えられます。

　今後はこれら二つの研究の視点か

ら、災害軽減を考慮したコンパクト

なまちづくりが重要になると考えて

います。

■研究のだいご味と難しさ
　だいご味は、知的好奇心を刺激し

てくれることです。特にデータを地

図化、可視化して初めて分かること

に出会えた時に研究の面白さを感じ

ます。知りたいと思うことが、私の研

究の原動力となっています。難しい

点は、研究成果をいかに都市計画ま

で落とし込むかということ。現実は

理論だけでなく、地域の実情や住民

の思い等も考慮し、地域に合わせた

将来像を描く必要があるためです。

■これから力をいれたいこと
　豪雨災害は常習化しており、災害

に強いまちづくりのための施策が行

政に提言できるよう、土砂災害から

内水氾濫まで、災害に関する研究に

力を入れたいと思っています。
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